
1 

会議録 

会 議 の 名 称 令和７年度第５回新城市若者議会 政策中間報告 

開 催 日 時 令和７年８月２０日（水）午後７時から午後９時まで 

開 催 場 所 新城市役所３階災害対策本部室２・３ 

会 議 の 内 容 

令和７年度第５回新城市若者議会 

・政策中間報告 

・委員会ごとの話し合い 

 

１ 政策中間報告 

 各委員会から現状検討をしている政策についての報告が行われた。報告さ

れた内容は以下のとおりである。 

新城広め隊委員会 

新城市が「若者にとって誇れるまち」になるよう

に、魅力を市内・市外の人に発信し、多くの方に新城

市についての関心を高めてもらうことを目指す。ま

た、多くの方に新城市の魅力について知ってもらうこ

とを目指す。 

「食」チームでは、農業の担い手不足の解消と、

「食」という地域の伝統を継承していきたいと考えて

いる。具体的には、特産品動画の投稿、１日特産品旅

の実施、特産品考案等の政策案を検討している。 

「歴史チーム」では、市内の若者に歴史を知っても

らい、若者がお祭りや文化などに参加してもらうこと

で、歴史を継承してもらいたいと考えている。具体的

には、若者が手に取りやすい「マンガ」で歴史を紹介

し、穴埋め方式の体験型の教材として学校で配布する

政策案を検討している。 

余暇・趣味・居場

所委員会 

多様な価値観や個性が尊重され、それぞれの夢や目

標に向かって挑戦できる環境を整え、若者がありのま

まに今を生き、安心して未来を描けるまちを目指す。

その中で、趣味や余暇を楽しみ、仲間とつながれる居

場所があることも、若者にとって大切な要素である。 

これらの目的を達成するために、余暇を過ごす場所

づくりを行う必要があり、若者が遊ぶ場所や集まれる

場所の設置を検討している。 

また、好きなことを共有できる機会の創出するため



2 

に施設予約の簡易化、趣味活サイトの改善、文化活動

を発表する場の構築、子どもたちへの市のイベントへ

の招待などの政策案を検討している。 

地元でのつながりを維持する機会としては、若者が

集うイベントの企画や既存の軽トラ市の活用の政策案

を検討している。 

 

２ 委員会ごとの話し合い 

各委員会で政策検討を行った。以下は、政策検討の後に各委員会から共有

された内容である。 

新城広め隊委員会 

（テーマ：食） 

広めるターゲットを絞った。若者で、市内・市外在

住のどちらの方にも広めていく予定である。 

市内・市外在住のどちらに広める場合でも、それぞ

れメリット・デメリットが存在する。そのため、政策

によって、デメリットを補いながら広めていきたい。 

（テーマ：歴史） 

いつの時代の歴史を「マンガ」で広めるのかについ

て話し合い、長篠の合戦を広めることに決定した。ま

ずは、長篠の合戦について理解するために、長篠の合

戦の流れなどを話し合った。 

長篠の合戦に関連があり、今でも残っているもの場

所を聖地巡礼マップとして紹介していきたい。 

これからの課題は、既存の歴史「マンガ」が存在す

るため、独自性を持った「マンガ」を作成していくこ

とである。 

余暇・趣味・居場

所委員会 

 各部門で、目的に焦点をあて、今後の政策案につい

て考えた。 

（テーマ：余暇） 

自由度の高い空間ができる、交流の場になるという

メリットを目的に変更した。この変更により、新しい

メリットとして、施設の利用率の増加や市や利用者に

とっても良い関係づくりにつながる。さらに、交流人

口の増加が見込めるようになると考えた。 

（テーマ:趣味） 

目的とターゲットについて整理した。使われていな

いスポーツ施設の活用の現状を考え、ターゲットを中

学生と高校生に設定した。 

（テーマ：居場所） 

目的として、市内・市外在住者の交流を掲げてい
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る。そのため、ターゲットは、新城市から出た若者に

設定し、市内在住の若者と繋げていきたいと考えた。

そして、新城市へのＵターンのきっかけとなり、関係

人口の増加につなげていきたい。 

次の目標は、目的からターゲットを設定し、導き出

される政策案や最終的なメリットがどのように生まれ

ていくのかを確認していく。 

 

終了時間：午後９時 


